
 

 

 

 

 

 

 

 ポリエチレン試料解析をＬａｂｏＴｅｘとＴｅｘＴｏｏｌｓで比較する 

 

 

 

 

 

 高分子材料の ODF解析では、ＬａｂｏＴｅｘよりＴｅｘＴｏｏｌｓが有利であることを 

 説明します。 

 

 Ｌａｂｏｔｅｘでは、軸配向極点図の VolumeFraction（定量）は直接計算出来ません。 

 更に、高分子材料の逆極点計算が不可解の点があります。 

 しかし、結晶方位からＯＤＦ図のｍｏｄｅｌｌｉｎｇ機能があります。 

  

ＴｅｘＴｏｏｌｓでは、面配向、軸配向の VolumeFrcation 計算が可能 

Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃを除く結晶系の逆極点計算が可能 

Ｍｏｄｅｌｌｉｎｇ機能はありません。 

 

このような理由で、高分子材料ではＴｅｘＴｏｏｌｓをお勧め致します。 
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１．概要 

 透過極点図と反射極点図の極点図接続を行った完全極点図のＯＤＦ解析比較を行う。 

２．入力データ 

  

 ＴＤ軸で９０度回転 

  

  LaboTexでは、軸配向極点図を直接 VolumeFraction計算できません。 

３．ODF用ファイル作成 

３．１ LaboTexに格子定数変換 

  

  LaboTexでは直交座標 Z軸と結晶軸 C軸を一致させ、ａ軸-ｃ軸を基準面としています。 

  更にａ＜ｂ，ｃとして変換されています。 

３．２ TexTools用格子定数 

   



４． LaboTexで入力データの解析 

 {001}-Fiber {011}-Fiber 

  

４．１ VolumeFraction  {002}-Fiber⊥ND が 50%、{011}-Fiber⊥NDが 10% 

  

４．２ 再計算極点図 

  

４．３ LaboTexの逆極点図は不可解 

 解析を行いません。 

４．４ Kreans Factor 

 {002}の配向関数が計算されています。CTRでは Orientationソフトウエアと同一です。 

  



５． TexToolsで入力データの解析 

 

５．１ VolumeFraction  {200}－Fiber/⊥ND 51.58%    {110}-Fiber/⊥ND 10.19% 

 

５．２ 逆極点図 

 

 TexTools軸 [001]-[100]-[010]は[001]-[010]-[100]かな？？？ 

５．３ 再計算極点図{200}から Kreans Factorを計算（CTR の Orientastionソフトウエアで計算） 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓソフトウエアでは Kreans Factorの計算はできないが極点図を Exportすれば 

 CTRソフトウエアにより計算できます。 

  



６． ＴＤ軸で９０度回転した極点図を TexToolsで解析 

 

 

 

 



６．１ VolumeFraction 

 <100>-Fiber//RD 

 <110>-Fiber//RD 

６．２ 逆極点図 RD方向    ｛２００｝極点図 

  

６．３ Kreans Factor    測定透過極点図の外周のみから配向分布関数計算 

  



７． TD軸回転の RD方向逆極点図(Direction) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような事を理解した上で、TD回転前の逆極点 NDと TD回転後の逆極点を精密に解析してみると 

 

逆極点(α、β)角度(90,56)を TexToolsで計算すると[120]であるが 

計算するMaxIndexを１５で計算すると[490]である。 

Directionから Planeに変換すると[490]->(110)である 

MaxIndexを５で計算すると、[120]になります。 



８． TD回転前の逆極点 ND方向（TexToolsでは Directionで計算される） 

 

 

 

 

 

 

 

TexToolsで[120]で計算される方位が 

[490]と計算される 



９． TD軸で回転された逆極点図 RD方向 

 

 

 

 

 

 

 



９． ｛１２５｝と｛４３１｝面が存在する場合のＤｉｒｅｃｔｉｏｎとＰｌａｎｅ 

 ＬａｂｏＴｅｘで｛１２－５｝＜１２１＞と｛４３１｝＜－１１１＞のＯＤＦを作成し 

 極点図｛０１１｝、｛００２｝、｛０２０｝を作成、 

  

   

 ＩＣＤＤ表記では｛１１０｝、｛２００｝、｛０２０｝の極点図 

  

 

 



 ＬａｂｏＴｅｘの格子定数で解析 

  

 

 逆極点図 

 

  

Ｐｌａｎｅで｛１２５｝と｛４３１｝が検出される。 


